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エルドレーン〈透水性堤脚保護ブロック〉

●特長

　河川堤防強化工法において、ドレーン材の表面保護ブロックとして使用する透
水性堤脚保護ブロックです。
　表面がポーラスコンクリート（透水係数1.0×10-1cm/s）、控えが普通コンクリー
トで構成されたブロックで、ドレーン材厚、覆土厚に応じて１段積で0.6m～1.0m、
２段積で1.2m～1.8mまで対応できます(土圧算定の背面土質をC1礫質土とした
場合)。
　また、階段積みをすることで1.8m以上の擁壁として使用することが可能です。

施工性・経済性にも優れた、生態系支援ポーラスコンクリートの大型ブロック。

基本型 1/2ブロック（左） 1/2ブロック（右）

1段積みイメージ図 2段積みイメージ図

■側面図（共通）
■正面図■正面図■正面図

■平面図■平面図■平面図

エルドレーン

吸出防止材

浸潤面

■寸法・重量表
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施工例石畳植生ブロック

基本形状図

形状・寸法
重量表

適度の植生で維持管理がしやすく、土の流失を防ぐ構造を持ったブロックです。

標準敷設図

一般部用 天端・最下段用 端部用

●特長

■石畳植生ブロック寸法、重量表

呼　称
参考重量

一般部用 天端・最下段用 端部用
t
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1.維持管理が少なくてすむ
維持管理の少なくてすむ、適度な植生を形成できるよう、製品内部
に水分や養分の補給孔を設けました。またブロックの組合せで程
よい間隙がつくれる形状になっています。
2.強固な法面を形成
製品の組合せに配慮した、縦横線の通らない形状で、雨水等での
客土流出が少なく、かつ強固な法面を形成できます。
3.法面の確実な緑化が可能
石肌模様と適度な植生によって、自然景観を重視した張りブロック
で、より多自然型指向を高めています。
4.カーブや法面の起伏に対応
連結部をシャックルによりフレキシブル構造としているため、カー
ブや法面の起伏に充分対応できます。
5.花等の植生ポットに対応
周辺環境に応じて、2通りの組合せができ、特にCASE-2は低木、花
等の植生ポケットを設けることができます。

■連結部詳細図

■標準敷設図

シャックル

フック

法肩線を消すやわらかいラウンディング工法

客土
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連結シャックル
吸い出し防止材

石畳植生ブロック

1.多自然型護岸の法面・小段、河川の護床工
2.遊水池の護岸、道路・公園の法面工事

■用途




